








2011.9.22 第 113回セミナー　参加者 12名
　　　Dr. Michael Krautblatter （the University of Bonn:ドイツ ボン大学）








































　FPAR（fraction of absorbed photosynthetically active radiation）は炭素・水循環モデリン
グにおいて重要な生物物理学的パラメータであり，NASAより全球の陸域に対する FPAR








2012.1.27 第 115回セミナー　参加者 15名
　　　Dr. Celine Schneider （University of Reims Champagne Ardenne：フランス ランス大学）



















































2012.2.28 第 118回セミナー　参加者 4名
　　　宋　苑瑞（筑波大学　陸域環境研究センター）
「微生物による岩石風化」
　風化は大きく物理的風化，化学的風化，生物的風化に分けることができる．ここでは生物
的風化，その中でも微生物（特に，バクテリア）による岩石の風化について説明する．バク
テリアは鉱物の溶解速度を促進する．しかし，多くの研究ではバクテリアと鉱物の反応速度
を上げるために粉末状の鉱物を用いる．バクテリアにより鉱物の表面がどのように変化する
かを見極めるためには個体の鉱物や岩石の使用が望ましい．そこで普遍的な土壌細菌である
Bacillus subtilisと花崗岩を用いて 30日間の室内実験を行った．その結果，バクテリアは花
崗岩の表面に複数の穴をより多く形成させることが分かった．花崗岩の表面に形成された穴
の数はバクテリア無の条件の花崗岩に比べて 3.7倍多く，その面積は 4.7倍広かった．花崗
岩の中でも最もバクテリアによる風化を受けやすい鉱物は斜長石で，特にカルシウムの濃度
が高い所により多くの穴の形成が確認された．バクテリアは鉱物の表面に吸着し有機酸を分
泌し，鉱物の表面を溶解させていると考えられる．
